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画像論文/症例報告の書き方

日常診療の「気づき」を論文にするための実践的Tips
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日常診療の「気づき」を論文にするために
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■ 画像論文と症例報告の使い分け

● 画像論文（Clinical Picture）

「字数が短く、考察のポイントを絞りやすいため、初学者にも比較的
取り組みやすい」
「画像自体のインパクトが強くなくても、明確な教訓があれば候補と
なる」

● 症例報告（Case Report）

「日常遭遇する疾患であっても、非典型的な病歴・所見、診断に難渋
した経過、既知の情報との相違点などから明確な教訓を抽出できれば
価値ある報告となる」
「複数のDiscussion Pointを有し、新規性や教訓性を十分に論じる必
要がある場合に適している」

■ 本講演で解説するプロセス

① 論文化に適した症例の見つけ方

② 画像論文と症例報告の使い分け

③ 論文化を見据えた画像の準備

④ 手本となる論文の探し方と論文構成の型

⑤ 考察の組み立て方

⑥ 投稿費用、文字数、著者数、査読期間などを踏まえた投稿雑誌の
選び方

⑦ 患者の意思に配慮した同意取得
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